
地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

・高山市を訪れる年間観光客500万人、外国人観光客30万人を目指します。

① 支所
相乗効果を生み出すための他地区との連携方法

② （

③

要求どおり

事業名

13,600

新規 継続

62199 奥飛騨温泉郷観光イベント開催事業

○

財務部調整どおり13,600

13,600

金額の単位は、千円

商工費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

観光振興費款 6 2 観光費 目 1

拡大 縮小

内線　3931

財務部調整額 財務部の考え方H22当初予算額事業費 H23要求額 市長査定額 査定の考え方

財源内訳

国庫支出金
県支出金
起債

地域振興特別予算 18,100 16,300 13,600 13,600

18,100 16,300 13,600

事業の目的 特別予算としての位置付け

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

観光イベントの開催 Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業概要
奥飛騨温泉郷の地域特性・自然環境を活かした15のイベント 事業の今後の方針
（事業実施団体への負担金）

奥飛騨温泉郷が実施する誘客イベントは事業効果が大きく、奥飛騨のみならず市域全体の誘客・宣伝効果にもつなが
ることから、平成26年度までに一般会計での事業に移行するよう、イベントの検討・調整を行う。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画
イベント年間来客数(人) 73,000 75,000 75,000

市長の約束
1 積極的な観光振興策を実施します

成果

イベントが定着し、観光客の増加につながることにより、マスコミ等への露出度（知名度）がアップし、奥飛騨温泉郷のみ
ならず市全体の観光宣伝・誘客効果が期待できる。

要求額増減理由
負担金支出年次計画による

・観光まちづくりを持続可能なものとするため、飛騨地域の民間組織と行政、観光関係者をはじめ、地域住民などの関係
者と幅広く連携し、広域ネットワーク化を図ります。

観光 課）

誘客促進と地域産業の振興を図りつつ、各イベントの整理・統合を進める。

事
業
実
施
の
課
題

合併前から実施している行事・イベントについては、今後の方向性について各事業の内容等の精査を行うとともに、
継続について地域と十分調整する必要がある。

本庁所管課

地域政策課



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

70

70 財務部調整どおり要求どおり 70

70

内線　3913　　　　 金額の単位は、千円

教育費 項

予算要求課 上宝支所　地域振興課

体育総務費5 保健体育費 目 1款 9

新規 継続 拡大 縮小

事業名 95199 地域スポーツ振興事業

起債

地域振興特別予算 70 70

○

70 70 70

財源内訳

国庫支出金
県支出金

市長査定額 査定の考え方事業費 H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方H22当初予算額

70

事業の目的 特別予算としての位置付け

その他の事業

事業の今後の方針
　　・小学１年生～６年生へのスキー大会参加賞の授与 　大会の開催は、参加者のスキー技術の向上のみでなく、地域の活性化につながっているため、今後も継続していく必

要がある。　　・１位～６位までのトロフィまたは盾の授与

合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業Ａ
地元でのジュニア大会開催により、スキー人口減尐の抑止、スキーレベルの向上と地域の活性化を図る

H22見込 H23計画

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業

事業概要
　平湯大滝山スキー大会

計画・実績・見込 H21実績

D

大会参加者数（人） 120 120 120

市長の約束

成果
スキーレベルの向上と地域の活性化

本庁所管課 スポーツ振興

地域政策課

 同上

事
業
実
施
の
課
題

要求額増減理由

課）

地域スポーツ振興事業は、地域の特性に応じた各種大会の開催や地域におけるスポーツ活動の推進等に対する助
成として全支所地域において地域振興特別予算に計上されている。
現在、一般予算事業の中で地域におけるスポーツ教室の開催方法やスポーツイベントのあり方等について検討して
いるところであり、当面、当該事業を継続する中で、事業のあり方や一般予算との関係を整理する必要がある。



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

420

280

140

財務部調整どおり要求どおり420

140

民生費 項

予算要求課 上宝支所　地域振興課

老人福祉費31 社会福祉費 目

県支出金

款 3

新規 継続

31399

拡大

内線　　　　　

H23要求額 財務部調整額

172 150 280 280

老人クラブ活動費助成事業

金額の単位は、千円

財務部の考え方 市長査定額

事業名

事業費 H22当初予算額

縮小
○

査定の考え方

財源内訳

国庫支出金

起債

地域振興特別予算 270 140

420 420 420

248

事業の目的 特別予算としての位置付け

老人クラブの高齢者の生きがいや健康づくり、地域におけるボランティアなどの自为的な活動を支援する。
Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

事業概要
各区長寿会の運営を支援するため、事務局設置に係る経費を助成する。 事業の今後の方針

　地域を基盤とした老後の社会活動の円滑な展開とまちづくりへの高齢者の参画を支援し、老人クラブの活動のより一
層の充実と活発な取組みのため、一般会計予算へ移行。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

成果

高齢者の健康づくりや生きがいづくり

839 839会員数（人） 859
単位クラブ数（クラブ） 17 17 17

市長の約束

４　個人・家庭・地域を大切にする社会を築きます
市民が幸せな家庭生活を送り、安心して暮らせる地域を築くため、地域の自为的なコミュニティ活動や環境整備事業の予算枠を確保します。
５　医療・福祉を充実させます
地域住民が互いに支えあう仕組みや、緊急時の支援を万全にするため、独居老人、要援護者等への地域福祉体制を整備します。

地域政策課

事
業
実
施
の
課
題

課）本庁所管課 高年介護

要求額増減理由



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

50

50

内線　3931 金額の単位は、千円

総務費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

環境政策費

事業名 21899 巨樹巨木保護事業

1 総務管理費 目 18款 2

新規 継続 拡大 縮小
○

事業費 H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方H22当初予算額 市長査定額 査定の考え方

財源内訳

国庫支出金
県支出金

地域振興特別予算 50 50 50 50

50 50 50

起債

終期を定めて実施する事業・単年度事業

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

Ａ

事業の目的 特別予算としての位置付け

　巨樹巨木保護管理（本）

H21実績 H22見込 H23計画

その他の事業

「森の巨樹・巨木百選」に選定された「大ネズコの木」の保護及び周辺環境の保全 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

Ｂ

事業の今後の方針
標識類の保全・管理、保護柵等の施設整備、広報活動

保全活動の促進のために重要な事業であり、環境教育や誘客にもつながることから、平成26年度までに一般会計での
事業に移行するよう、検討・調整を行う。

事業为体：平湯巨樹・巨木運営協議会

計画・実績・見込

事業概要
「森の巨樹・巨木百選」に選定された「大ネズコの木」の保護及び周辺環境の保全に係る経費に対する補助

市長の約束1 1 1

要求額増減理由

成果

環境教育やトレッキングの場として活用されており、新たな観光資源として誘客を図る。

地域政策課

事
業
実
施
の
課
題

本庁所管課
地域振興のために活用できないかの検討も必要

地域政策 課）

50 要求どおり 財務部調整どおり



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出 要求どおり

その他

以下は要求時の内容

・高山市を訪れる年間観光客500万人、外国人観光客30万人を目指します。

3 産業の柱としての農業・林業・畜産業を確立します

・特用林産物の振興、森林技術者の確保・育成など、総合的な林業振興策に積極的に取り組みます。

① 支所

② （

③

1,000

財務部調整どおり

1,0001,000

5

内線　3931 金額の単位は、千円

農林水産業費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

林業総務費

事業名 53199 大規模林道環境保全事業

3 林業費 目 1款

財務部調整額 財務部の考え方 市長査定額 査定の考え方

新規 継続 拡大 縮小
○

地域振興特別予算 1,000

事業費 H22当初予算額 H23要求額
1,000336 1,000

財源内訳 起債

1,000

県支出金
国庫支出金

1,000

事業の目的 特別予算としての位置付け

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

地域活性化及び交通安全確保 Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業概要
林道双六-瀬戸線（山吹集落～飛騨市境）の除雪及び沿道の周景整備 事業の今後の方針
除雪：4月中旬 林業振興及び地域活性化のために重要な事業であり、平成26年度までに一般会計での事業に移行するよう、検討・調

整を行う。周景整備：7月中旬

市長の約束
除雪・草刈り延長（km） 5 5 5 1 積極的な観光振興策を実施します

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

・観光まちづくりを持続可能なものとするため、飛騨地域の民間組織と行政、観光関係者をはじめ、地域住民などの関係者と幅広く
連携し、広域ネットワーク化を図ります。

林務 課）

成果

双六地区の活性化と観光客の誘致

事
業
実
施
の
課
題

・飛騨高山の自然環境を生かしたグリーンツーリズムに加え温泉や高山で作られた高品質の食材を使ったヘルスツーリズム、自分
だけの製品をつくるクラフトツーリズムなど、地元の産業と一体となった新たな旅行スタイルを生みだします。

要求額増減理由

地域政策課

本庁所管課



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所
混雑期には駐車場の絶対数が不足し、交通渋滞・路上駐車を招いている。

② （

③

2,300

財務部調整どおり2,300

款 6 2 観光費

2,300 要求どおり

2,300

目 3

事業名 62399

金額の単位は、千円

商工費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

観光振興費

内線　3931

新穂高登山者用駐車場管理事業

縮小
○

新規 継続 拡大

査定の考え方

財源内訳

国庫支出金
県支出金

事業費 H22当初予算額

1,982 2,300 2,300

財務部の考え方 市長査定額H23要求額 財務部調整額

起債

地域振興特別予算 2,300 2,300 2,300

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

事業の目的 特別予算としての位置付け

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業観光客受入体制の整備

事業概要
新穂高駐車場混雑期の登山客受入対応 事業の今後の方針

33

登山者用駐車場における交通整理及び警備、仮設トイレ設置、場内清掃
本事業は、登山客のみならず新穂高を訪れる一般観光客の利便性の向上を図ることにより、新穂高地区ひいては高山
市の観光行政のイメージアップにつながることと、円滑な交通確保のために必要なため、引き続き実施する必要がある。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

市長の約束

警備延日数（日） 33 33

成果

1 積極的な観光振興策を実施します

・観光まちづくりを持続可能なものとするため、飛騨地域の民間組織と行政、観光関係者をはじめ、地域住民などの関係
者と幅広く連携し、広域ネットワーク化を図ります。

地域政策課

事
業
実
施
の
課
題

観光 課）

当該地域は北アルプス（飛騨山脈）登山への玄関口として、今後、山岳観光促進を図る上で重要な地域であり、観光
客の利便性確保の観点から交通対策は必要。

長期滞在となる登山客の車両を専用駐車場へ誘導することによりロープウェイ等への観光客の駐車場が確保でき、駐
車場の空き待ち渋滞の緩和や違法駐車の解消及び駐車場内での物損事故等の抑制を図ることができる。

本庁所管課

要求額増減理由

・飛騨高山の自然環境を生かしたグリーンツーリズムに加え温泉や高山で作られた高品質の食材を使ったヘルスツーリ
ズム、自分だけの製品をつくるクラフトツーリズムなど、地元の産業と一体となった新たな旅行スタイルを生みだします。



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

2,000

2,000

財務部調整どおり

2,000

2,000 要求どおり

金額の単位は、千円

商工費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

自然公園費

内線　3931

事業名 62499 北アルプス飛騨側登山道等維持管理事業

2 観光費 目 4款 6

市長査定額 査定の考え方

新規 継続 拡大 縮小
○

事業費 H22当初予算額 H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方

起債

地域振興特別予算 2,000 2,0002,000

県支出金

2,000 2,000 2,000

財源内訳

国庫支出金

事業の目的 特別予算としての位置付け

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

登山道維持管理事業による北アルプス登山者の安心・安全確保及び周辺整備 Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

H23計画

事業概要
北アルプス飛騨側登山道等維持連絡協議会負担金 事業の今後の方針
事業内容：既設登山道の維持管理（笹刈り、倒木除去、軽微な修繕）、案内看板の設置・補修 北アルプスは高山市の重要な観光資源であり、登山者の安心・安全確保のために必要な事業であることから、継続して

実施する。事業为体：北アルプス飛騨側登山道等維持連絡協議会

登山道維持

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

市長の約束
1 積極的な観光振興策を実施します

課）

成果

近年、中高年層を中心とする登山ブームが起きており、安心・安全な登山道とすることで、飛騨側からの登山者の増加
が見込まれる。

事
業
実
施
の
課
題

・飛騨高山の自然環境を生かしたグリーンツーリズムに加え温泉や高山で作られた高品質の食材を使ったヘルスツーリ
ズム、自分だけの製品をつくるクラフトツーリズムなど、地元の産業と一体となった新たな旅行スタイルを生みだします。

要求額増減理由

地域政策課

本庁所管課



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

・高山市を訪れる年間観光客500万人、外国人観光客30万人を目指します。

① 支所
　奥飛騨温泉郷や周辺地域を訪れる観光客の入込数と事業実施の因果関係を検証するのが困難である。

② （

③

3,000

財務部調整どおり3,000要求どおり3,000

3,0003,000

内線　3931 金額の単位は、千円

観光振興費目 1

H22当初予算額 財務部調整額 財務部の考え方

3,000

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

款 6 2

継続

観光費

事業名 62199 奥飛騨温泉郷誘客キャンペーン推進事業

商工費 項

拡大

事業費 H23要求額

縮小
○

新規

3,000

市長査定額 査定の考え方

財源内訳

国庫支出金
県支出金
起債

地域振興特別予算 3,000

3,000 3,000

観光誘客宣伝事業への助成

合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業概要
事業の今後の方針

地域振興特別予算として平成24年度まで継続するが、事業の効果により、平成26年度までに一般会計での事業に移行
できるか検討・調整を行う。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

事業の目的 特別予算としての位置付け

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

観光誘客宣伝 Ａ

観光

H23計画
为要施設・宿泊施設への延入込客数（千人） 1,667 市長の約束

1 積極的な観光振興策を実施します

1,680 1,680

・観光まちづくりを持続可能なものとするため、飛騨地域の民間組織と行政、観光関係者をはじめ、地域住民などの関係
者と幅広く連携し、広域ネットワーク化を図ります。

成果

新幹線・高速道路の延伸により、これまでより遠いところが誘客のターゲットとなる。事業の実施により、より広範囲に奥
飛騨温泉郷の知名度アップを図り、観光客の増加が期待できる。

事
業
実
施
の
課
題

・飛騨高山の自然環境を生かしたグリーンツーリズムに加え温泉や高山で作られた高品質の食材を使ったヘルスツーリ
ズム、自分だけの製品をつくるクラフトツーリズムなど、地元の産業と一体となった新たな旅行スタイルを生みだします。

地域政策課

　明確な事業効果の検証方法を検討し、その上で今後の事業を展開する必要あり。

課）本庁所管課

要求額増減理由

　高山市の为要な宿泊拠点地域の一つとして、滞在・周遊型観光促進のために、積極的な誘客活動が必要。



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

②

③

上宝支所　基盤産業課

事業名

17,000

17,000

新規 継続

72199

拡大

1

金額の単位は、千円

道路橋りょう総務費

地域道路橋りょう管理振興事業費　　（市道未登記用地測量事業）

2 道路橋りょう費 目土木費 項

予算要求課

財務部調整額 財務部の考え方 市長査定額

内線　３９４２　　　　　

縮小

款 7

○

15,040 17,000 15,000

査定の考え方事業費 H22当初予算額 H23要求額

15,000

県支出金
国庫支出金

年次計画額とする

財源内訳 起債

地域振興特別予算 17,00015040

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

事業の目的 特別予算としての位置付け

未登記解消（路線数） 4

未登記路線の整備
（旧町村時代に、未登記のまま道路整備した路線の登記整理）

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

6 4

事業概要

　市道未登記箇所の確定測量を行い登記関係書類を作成し、所有者から寄付により道路用地として高山市へ所有権移
転登記を行う。

事業の今後の方針

　重要路線の未登記処理は平成26年度までに終える計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

要求額増減理由

地域政策課

本庁所管課

市長の約束

　　業務の計画的な執行を図ること

成果

地権者による道路封鎖や売買時の権利問題等の解消

事
業
実
施
の
課
題

　重要路線の未登記処理は平成２６年度までの完了を目途に計画的に実施することとしているため、当業務の重要
性を認識の上、予算要求年度において計画額よりも減額した場合は、次年度以降に調整し進捗量の維持を図るこ
と。

（　維　持　課　）

財務部調整どおり17,000

17,000



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

1,500

1,500

金額の単位は、千円

土木費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

快適環境整備

内線　３９４１　　　　

事業名 74799 湯の花街道環境整備保全事業

4 都市計画費 目 7款 7

新規 継続 拡大 縮小
○

査定の考え方事業費 H22当初予算額 H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方 市長査定額

1,413

県支出金
国庫支出金

1,542

1,413 1,450 1,542

財源内訳 起債

地域振興特別予算 1,450

事業の目的 特別予算としての位置付け

　　湯の花街道の景観美化を図る。

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

市長の約束

事業概要

　湯の花街道の草刈り及び補植、清掃業務委託

事業の今後の方針

　一般予算へ移行を検討する。計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画
湯の花街道の草刈り及び補植等対象道路延長
（ｋｍ）

30 3030

要求額増減理由

地域政策課

　委託業務量の増

成果

　上宝町から奥飛騨温泉郷へ行き来する人々が四季の彩りを感じてもらえる街道になっている。

　樹木花等の植栽、雑草の除去など地域振興特別予算で措置されている類似事業について、景観保全、安全の確
保など全市的な検証を行い、早い時期に方向性を出す必要あり。

事
業
実
施
の
課
題

課）

  地域振興特別予算終了後の取り扱いを検討する必要がある。

本庁所管課 都市整備

財務部調整どおり要求どおり

1,500

1,500



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

9 教育総務費

事業名 91499

金額の単位は、千円

教育費 項

予算要求課 上宝支所　地域振興課

スクールバス管理費款

○

内線　３９１３　　　　

拡大

中学校部活動生徒送迎事業

縮小

目 31

560

新規 継続

県支出金

事業費 H23要求額
560 要求どおり

560

560

506

財務部調整額 財務部の考え方H22当初予算額 市長査定額 査定の考え方

財源内訳

国庫支出金

財務部調整どおり506 560 560

起債

地域振興特別予算 560

事業概要

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

事業の目的

北稜中学校の土曜日における部活動にスクールバスを運行し、遠距離通学生徒に対する参加機会の確保を図る。
Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ その他の事業

ｽｸｰﾙﾊﾞｽ乗車人数（1日当たり人） 35 34 47

　　土曜日の部活における送迎（中尾線・平湯線） 事業の今後の方針

中学校の部活動のために土曜日にスクールバスを運行することは引き続き重要であるため、他のスクールバス利用生
徒との均衡も含め、全市的な調整が必要である。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

　　　　通年（長期休業期間を除く全土曜日）

市長の約束

教育総務

成果

遠距離通学の生徒を含む全生徒が部活動に参加し、心身ともに健全な学校生活を送る事が出来る

要求額増減理由

全市域的な運行方針のバランスを取りつつ、遠距離通学生徒に対する部活動への参加機会を確保することの検討
が必要

事
業
実
施
の
課
題

課）

部活動の送迎については、市内３地域で実施しており、以前の経緯から生徒の交通手段を確保するために運行の必
要がある。
部活動への参加にかかる負担を減らすために実施しているもの。
今後、市内の部活動に伴う交通手段の確保について均衡を図るため、検討する。

本庁所管課

560

地域政策課

　スクールバス利用についての考え方を調整する必要あり。



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

上宝支所　　地域振興課

1 社会教育総務費

事業名 94199 花いっぱい運動推進事業

目社会教育費

内線９３１３予算要求課

教育費 項 4

金額の単位は、千円

款 9

○

新規 継続 拡大 縮小

事業費 H23要求額 財務部調整額H22当初予算額 査定の考え方

財源内訳

国庫支出金
県支出金

3,500

財務部の考え方 市長査定額

3,500

3,5003,233 3,500

3,5003,233地域振興特別予算 3,500

起債

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

事業概要
町内会等に配布する花苗の購入（春秋2回6種類） 事業の今後の方針

事業の目的 特別予算としての位置付け
町内会や施設に対し花苗を配布し、地域や道路沿いの花壇での植栽管理を実施してもらうことで、地域全体を花で飾り
市民憲章の具現化を図る Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

64,500

地元住民で管理できない国道沿いの大きな花壇を業者に管理してもらう 地域の景観保全など美しいまちづくりを推進し魅力あるまちにする上でも継続検討

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画
配布苗（6種類）(本) 61,000 60,500

地域社会教育事業は、花いっぱい運動に係る経費として全支所地域において地域振興特別予算に計上されてい
る。予算措置の内容は、管理委託や花苗等の配付等、地域によって異なっている。
現在、花いっぱい運動に対する各種事業との関係を整理しているところであり、当面、当該事業を継続するなかで、
事業のあり方や一般予算との関係等を整理する必要がある。

本庁所管課 市民活動推進

4　個人・家庭・地域を大切にする社会を築きます

明るい環境づくりができ、地域社会に連帯意識が生まれる
　市民が幸せな家庭生活を送り、安心して暮らせる地域を築くため、地域の自为的なコミュニティ活動や環境整備事業の
予算枠を確保します。

地域政策課

市民と市との役割分担を明確にし、花苗の配布や花壇管理の方法について全市域統一的な運営方針を確立するこ
とが必要である。

事
業
実
施
の
課
題

課）

要求額増減理由

市長の約束

3,500 要求どおり 財務部調整どおり

3,500

成果



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

財務部調整どおり250

250250250250

要求どおり

成果

市民の文化意識の高揚と地域住民の連帯感が強化されることで、地域の活性化と地域力向上に寄与する

市長の約束

生涯学習

事
業
実
施
の
課
題

要求額増減理由

地域政策課

　同上

課）
　地域文化振興事業は、地域の公民館等において開催される文化祭・芸能祭、文化講演会等に対する助成として全
支所地域において地域振興特別予算に計上されている。
　現在、文化芸術鑑賞事業を市内にある一定規模以上のホール等を含めた事業として拡大展開を検討しているた
め、文化芸術鑑賞事業と地域文化振興事業との関係を整理する必要がある。また、地域によって、内容・実施为体・
助成割合等が異なっているため、一定のルール化についても検討する必要がある。

参加者の固定化を打開し底辺拡大を図ることが必要

本庁所管課

心の中や生活に潤いとか豊かさを醸し出し、生きがいや、若者の社会参加へのやる気づくりにもつながる芸術文化
活動をさらに浸透させ、広げていく。

事業の今後の方針
地域の文化や伝統を将来にわたり継承してゆくために、引き続き予算化する必要がある。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

事業概要

文化祭（作品展、芸能発表）の開催に対する助成

地域に根ざした芸能文化の振興を図る Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

事業の目的 特別予算としての位置付け

250 250 250

起債

地域振興特別予算 250

250

市長査定額 査定の考え方

財源内訳

国庫支出金
県支出金

事業費 H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方H22当初予算額

○

新規 継続 拡大 縮小

事業名 94699 地域文化芸能助成事業

4 社会教育費 目 6款 9

内線　　３９１３　　　 金額の単位は、千円

教育費 項

予算要求課 上宝支所　地域振興課

文化振興費



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

要求どおり

1,300

財務部調整どおり1,300

1,300

 同上

事業効果を最大限に引き出すために毎年の事業内容が偏重しないよう工夫することが必要。

本庁所管課 課）生涯学習

事
業
実
施
の
課
題

要求額増減理由

事業の今後の方針

地域の特色を生かした講演会を行う為にも継続する。

1,300

　地域文化振興事業は、地域の公民館等において開催される文化祭・芸能祭、文化講演会等に対する助成として全
支所地域において地域振興特別予算に計上されている。
　現在、文化芸術鑑賞事業を市内にある一定規模以上のホール等を含めた事業として拡大展開を検討しているた
め、文化芸術鑑賞事業と地域文化振興事業との関係を整理する必要がある。また、地域によって、内容・実施为体・
助成割合等が異なっているため、一定のルール化についても検討する必要がある。

成果

芸能文化や音楽を身近に触れることにより文化意識の高揚を図り、地域の一体感の醸成に寄与する

市長の約束

事業概要

地域が为体となって取り組む文化振興事業に対する助成

地域政策課

野球教室 野球教室

心の中や生活に潤いと豊かさを醸し出し、生きがいや、若者の社会参加へのやる気づくりにもつながる芸術文化活
動をさらに浸透させ広げていく。

文化芸術鑑賞事業 講演会 講演会 音楽コンサート

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

優れた芸術文化にふれる機会の充実を図る Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業の目的 特別予算としての位置付け

起債

地域振興特別予算 1,300

1,300 1,300 1,300

1,300

1,300

市長査定額 査定の考え方

財源内訳

国庫支出金
県支出金

事業費 H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方H22当初予算額

○

新規 継続 拡大 縮小

事業名 94699 地域文化振興事業

4 社会教育 目 6款 9

内線　３９１３　　　　 金額の単位は、千円

教育費 項

予算要求課 上宝支所　地域振興課

文化振興費



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出 要求どおり

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （
計画通り実施する

③

財務部調整どおり1,000

1,000

1,000

1,000

内線３９１３　　　　　予算要求課

教育費 項 4

上宝支所　地域振興課

7 文化財費

事業名 94799 文化財標柱等設置事業

目社会教育費

金額の単位は、千円

款 9

○

新規 継続 拡大 縮小

事業費 H23要求額 財務部調整額H22当初予算額 財務部の考え方 市長査定額 査定の考え方

財源内訳

国庫支出金
県支出金
起債

地域振興特別予算 1,000 1,040

644 1,000 1,040

事業の目的 特別予算としての位置付け

合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

H22見込 H23計画
石製標柱設置数（箇所） 5

文化財標柱の設置により、市民に対する文化財の周知を行い、文化財に対する理解と保護意識の高揚を図る
上宝ふるさと歴史館において特別展を開催することにより、郷土の文化や歴史等を広く周知する Ａ

3 5

事業概要
文化財案内標柱と看板の作製委託 事業の今後の方針
ふるさと歴史館での特別展 計画的な整備を推進し、併せて一般予算化への移行を検討する。

ふるさと歴史館をより魅力あるものにするために、今後も特別展の継続的な開催が必要である。

計画・実績・見込 H21実績

成果
指定文化財の周知と文化財保護の意識高揚

市長の約束

事
業
実
施
の
課
題

課）本庁所管課 文化財

要求額増減理由

地域政策課

文化財の案内標柱・看板の字数による増



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

要求どおり450

450

財務部調整どおり450

450

種目によっては参加が尐人数となる場合があるため、種目の内容を精査し、参加者の増加に努める工夫が必要。

課）

地域スポーツ振興事業は、地域の特性に応じた各種大会の開催や地域におけるスポーツ活動の推進等に対する助
成として全支所地域において地域振興特別予算に計上されている。
現在、一般予算事業の中で地域におけるスポーツ教室の開催方法やスポーツイベントのあり方等について検討して
いるところであり、当面、当該事業を継続する中で、事業のあり方や一般予算との関係を整理する必要がある。

本庁所管課 スポーツ振興

事
業
実
施
の
課
題

要求額増減理由

地域政策課

　同上

12

成果

スポーツを通した市民の交流を実施することにより、地域の連帯感を醸成するとともに体力づくりに寄与する

市長の約束

H23計画
大会開催（競技） 8 8

Ｃ

事業概要
地域スポーツ大会の開催（为催　上宝・奥飛騨温泉郷社会教育運営委員会）補助金 事業の今後の方針
　はつらつ運動会・駅伝・柔道・バレーボール他

スポーツを通して地域の住民が交流することにより、健康の増進と地域の活性化がはかられるため、今後も継続
する必要がある。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

上宝・奥飛騨温泉郷の両町民を対象として、スポーツ交流事業を実施することにより、地域の連携と活性化を図る
Ａ 合併前から実施されているイベント・行事

事業の目的 特別予算としての位置付け

450 450 450

起債

地域振興特別予算 450 450450

市長査定額 査定の考え方

財源内訳

国庫支出金
県支出金

事業費 H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方H22当初予算額

○

新規 継続 拡大 縮小

事業名 95199 地域スポーツ振興事業

5 保健体育費 目 1款 9

内線　　３９１３　　　 金額の単位は、千円

教育費 項

予算要求課 上宝支所　地域振興課

体育総務費



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

事業の今後の方針
平成２２年度からの３年間で、事業成果を上げていく。

市長の約束
1 積極的な観光振興策を実施します

・合併後の周辺の自然環境や地域特有の伝統文化など多様な観光資源を新たな観光資源として積極的に活用します。

・高山市を訪れる年間観光客500万人、外国人観光客30万人を目指します。

・生産物の消費拡大を図るため、地産地消の拡大や直売所などの活用による販路の拡大と流通の効率化に取り組みます。

① 支所

② （

③

財務部調整どおり2,000

2,000

地域政策課

事
業
実
施
の
課
題

本庁所管課

国庫補助事業「未来を切り拓く６次産業創出総合対策」の総合的なサポートを行う人材・体制の確保支援（６次産業
化プランナー）の活用を検討する必要もある。

成果

地産地消の推進と地域経済の活性化を図る。

農務 課）

3 産業の柱としての農業・林業・畜産業を確立します

・農業を豊かで広大な自然環境の恵みを活かして、技術と経営の一体的な確立を図り次代につながる産業に育てるため、人材育
成、農商工連携による第6次産業化などの施策を、農業従事者の声を聞きながら積極的、かつ総合的に実施します。

要求額増減理由

・飛騨高山の自然環境を生かしたグリーンツーリズムに加え温泉や高山で作られた高品質の食材を使ったヘルスツーリズム、自分
だけの製品をつくるクラフトツーリズムなど、地元の産業と一体となった新たな旅行スタイルを生みだします。

ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑの推進

・観光まちづくりを持続可能なものとするため、飛騨地域の民間組織と行政、観光関係者をはじめ、地域住民などの関係者と幅広く
連携し、広域ネットワーク化を図ります。地産地消推進事業 山椒による地域おこし 山椒による地域おこし

D その他の事業

事業概要

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

地域が为体となって取り組む地産地消の推進事業に対する助成

事業の目的 特別予算としての位置付け

上宝町及び奥飛騨温泉郷の両地域が連携し、物・サービスの地産地消を推進することにより、支所管内全体の産業活
性化を図る。

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業

2,000 2,000

県支出金
財源内訳

国庫支出金

起債

地域振興特別予算 2,000 2,000

2,000 要求どおり

財務部調整額 財務部の考え方

2,000

事業費 H22当初予算額 H23要求額 市長査定額 査定の考え方

○

新規 継続 拡大 縮小

事業名 51399 上宝・奥飛騨温泉郷地域間連携促進事業

1 農業費 目 3款 5

内線３９３１ 金額の単位は、千円

農林水産業費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

農業振興費



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

課）

1,000

1,000

　ﾓﾆﾀｰﾂｱｰ（2泊3日）催行に伴う経費の増

事
業
実
施
の
課
題

市長の約束

　賑わいと活力ある地域振興を図るための需要予測資料やﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ資料としての活用

本庁所管課 地域政策

要求額増減理由

地域政策課

成果

・検討結果を基にﾓﾆﾀｰﾂｱｰの企画・実施。ﾓﾆﾀｰによる意見交換やｱﾝｹｰﾄ等に基づき有効活用策・ＰＲ方法を検証

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

・現地調査、地域住民によるﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催、これらの結果に基づく有効活用策の検討 　地域活力向上のため、地域の魅力の再発見、地域資源の発掘を行うためH24まで継続する。

高山市の連携協定大学に事業のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄを委託し、教官の指導のもと学生による資源の有効活用策・ＰＲ方法等を検討 事業の今後の方針

地域力向上のため、地域の魅力の再発見及び、地域資源の発掘を行う。
Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業の目的 特別予算としての位置付け

その他の事業

事業概要

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

900 1,740

査定の考え方

財源内訳

国庫支出金

起債

地域振興特別予算 900 1,740

県支出金

H22当初予算額 H23要求額 市長査定額財務部の考え方財務部調整額

○

新規 継続 拡大 縮小

事業費

内線3923　　　　　

事業名 20999 上宝・奥飛騨温泉郷地域再発見事業

1 総務管理費 目 9

金額の単位は、千円

総務費 項

予算要求課 上宝支所　地域振興課

企画費款 2

財務部調整どおり年次計画額とする1,000

1,000



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所
渡河箇所や鎖場等、大規模な修繕は国県に要望する

② （

③

財務部調整どおり

2,0002,000

2,000 要求どおり

地域政策課

事業実施箇所の選定については、国県との調整が必要。

本庁所管課 地域政策 課）

事
業
実
施
の
課
題

1 積極的な観光振興策を実施します

・飛騨高山の自然環境を生かしたグリーンツーリズムに加え温泉や高山で作られた高品質の食材を使ったヘルスツーリ
ズム、自分だけの製品をつくるクラフトツーリズムなど、地元の産業と一体となった新たな旅行スタイルを生みだします。

成果

安心・安全な登山道とすることで、飛騨側からの登山者の増加が見込まれる。

要求額増減理由

市長の約束

コース修繕延長（m） 60 150 120
計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

事業の今後の方針
　事業内容：既設登山道の維持・修繕 北アルプスは高山市の重要な観光資源であり、登山者の安心・安全確保のために必要な事業であることから、継続して

実施する。　予定ルート：左俣～奥丸山～右俣～南岳、西穂高口～西穂高岳

事業概要
北アルプス飛騨側登山道整備事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

登山道整備による北アルプス登山者の安心・安全確保及び周辺整備 Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業の目的 特別予算としての位置付け

終期を定めて実施する事業・単年度事業

国庫支出金

1,000 2,000

1,000

財源内訳 起債

地域振興特別予算 2,000

県支出金

2,000

2,000

2,000

査定の考え方事業費 H22当初予算額 H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方 市長査定額

○

新規 継続 拡大 縮小

事業名 62499 北アルプス飛騨側登山道整備事業

2 観光費 目 4款 6

内線　3931 金額の単位は、千円

商工費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

自然公園費



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

1,575

要求額増減理由

成果

　丹生川地域への最短ルート、市街地への補完的ルートとして利用している。

課）

市長の約束

　個人・家庭・地域を大切にする社会を築きます
　　　市民の生活を守る公共交通網を整備します

建設

地域政策課

事
業
実
施
の
課
題

本庁所管課

その他の事業

事業概要
視距改良（カーブ改良）　　６個所　　Ｌ＝１８０ｍ 事業の今後の方針

H23計画
視距改良（ｍ） 22 30 30

法面改良　　６個所　　Ｌ＝１２０ｍ

　上宝支所管内の延長Ｌ＝５．７ｋｍの全体計画を立て、道路改良を実施する必要があるが、そのためには、莫大な費用
と年数がかかるため、交通制限を極力最小限にして、局部改良を継続的に行っていく。

待避所設置　　４箇所

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

事業の目的 特別予算としての位置付け

　地域からの要望も多く、合併後も通行量が増大している上宝町と高山市街地を最短で結ぶ市道上宝丹生川線の視距
改良、法面改良及び待避所を設置し、安全に通行できるように整備する。

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

1,575 2,000 2,000

2,000

財源内訳 起債

地域振興特別予算 2,000

県支出金
国庫支出金

2,000 要求どおり

2,000

査定の考え方事業費 H22当初予算額 H23要求額 市長査定額財務部調整額 財務部の考え方

○

新規 継続 拡大 縮小

事業名 72399 地域交通対策事業

2 道路橋りょう費 目 3款 7

内線　３９４１　　　 金額の単位は、千円

土木費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

道路新設改良費

財務部調整どおり2,000

2,000



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

・農業生産額250億円を目指します。

① 支所

② （

③

財務部調整どおり700

700

要求どおり

700

本庁所管課

要求額増減理由

地域政策課

今後、補助金交付を継続するかどうかについては、他地区とのバランスを考慮したうえで、調整する必要がある。

農務

飛騨市が同様に組合に対して行なっている補助金の動向

事
業
実
施
の
課
題

課）

3 産業の柱としての農業・林業・畜産業を確立します

事業実施により、安定した農業経営に寄与するとともに、高品質の生産物が期待できる。

市長の約束

維持管理延長（km） 17.3 17.3 17.3

成果

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業概要
事業の今後の方針

その他の事業

農業用水路の維持管理 Ａ

高原用水は上宝地区の重要な農業施設であり、農業振興及び地域振興には欠かせない施設であるため、継続して実
施する。

地元が行う高原用水路の維持管理に対する助成

事業の目的 特別予算としての位置付け

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

700 700 700

市長査定額 査定の考え方

地域振興特別予算 700 700700

国庫支出金
県支出金
起債

事業費
700

H22当初予算額

財源内訳

H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方

新規 継続 拡大 縮小
○

農業土木費 目 1

事業名 54199 高原土地改良区水路管理助成事業

款 5

内線　3931 金額の単位は、千円

農林水産業費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

農業土木総務費4



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

②

③ 地域政策課

今後の施設のあり方について検討が必要

　今後同様の親水施設が整備された場合の維持管理について、負担区分などの調整が必要。

事
業
実
施
の
課
題

本庁所管課 （　維　持　課　）

　歩道や水車の必要性や今後の老朽化に伴う修繕費の発生などについて検討が必要。

要求額増減理由

市長の約束

　積極的観光振興策、グリーンツーリズム
成果

　奥飛騨温泉郷にあるその他の砂防ダムとともに、気軽に散策してもらえる新たな観光施設及び学習施設になってい
る。

事業概要

　しのぶ砂防ダム内歩道及び水車等の管理業務、付近の清掃等及び照明灯の維持管理

事業の今後の方針

　継続するためには、他の親水施設を管理する地元団体との施設管理に関して協議を行う。計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

　奥飛騨温泉郷一重ヶ根地内にある「しのぶ砂防ダム」は、だれでも気軽にダムの中に入り見学できる砂防学習施設と
なっている。その施設の見学者（観光客等）へのイメージを落とさないようダム内歩道の照明及び水車等の管理を行う。

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業の目的 特別予算としての位置付け

114 220 222

財源内訳

国庫支出金

220

220

起債

地域振興特別予算 220 222114

県支出金

要求どおり

事業費 H22当初予算額 H23要求額 市長査定額 査定の考え方財務部調整額 財務部の考え方

新規 継続 拡大 縮小
○

事業名 73199 　　　しのぶ砂防ダム管理委託

3 河川費 目 1款 7

内線　３９４１　　　　　 金額の単位は、千円

土木費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

河川維持費

財務部調整どおり220

220



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

300

地域政策課

　保護者との調整が必要
　この地域のみ交流事業を続けて行く必要性を検討。旧町村時の姉妹友好都市提携の調整では「地域の交流として
継続していく」となっている

　学習資料単価増・宿泊費増

事
業
実
施
の
課
題

本庁所管課 学校教育 課）

事業そのものは良い内容だが、高山地域では補助金を受けずに同様の事業を行っている学校もある現状で、それら
との均衡を図ることも重要であるため、保護者負担が可能な範囲まで事業の縮小をしつつ、その中で工夫しながら充
実した事業を継続していく検討が必要。ただ、それぞれの学校で理由があって行き先が決まっている中で市補助を廃
止すると、どの学校も同額の保護者負担とはいかないため保護者の理解も必要。

要求額増減理由

市長の約束

成果

4526 24

他県の児童と交流することにより体験や経験を通じて、社会に対応する自立心と広い視野を身に付けることができ、総
合的な学習効果の向上となる

その他の事業

事業概要
宇並小、女良小学校へ訪問する経費に対する助成 事業の今後の方針

参加人数（本郷小・栃尾小）　（人）

特色ある学習活動として継続していく必要がある。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

事業の目的 特別予算としての位置付け

平成3年より継続している氷見市女良小学校、宇波小学校との海の子、本郷小学校、栃尾小学校の山の子との相互交
流の実施を通じて児童の教育効果の向上に資する

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

要求どおり

400

300 300 400 400

財源内訳

国庫支出金

起債

地域振興特別予算 300 400

県支出金

事業費 H22当初予算額 H23要求額 市長査定額 査定の考え方財務部調整額 財務部の考え方

新規 継続 拡大 縮小
○

事業名 92299 地域小学校教育振興事業費

2 小学校費 目 2款 9

内線　　　3913　　 金額の単位は、千円

教育費 項

予算要求課 上宝支所　地域振興課

教育振興費

財務部調整どおり400

400



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

要求どおり 7,500

7,500 7,500

財務部調整どおり7,500

事
業
実
施
の
課
題

「合併のメリットを生かしつつ、それぞれの地域の特性を伸ばします。」

課）地域政策

地域政策課

成果

　市民の創意と工夫によって魅力ある地域づくりが推進できる。

本庁所管課

要求額増減理由

　・地域の個性あるまちづくりと、市域の一体感を創るため、地域が手を取り合って取り組む活動に支援します。

　　

市長の約束

　補助金交付件数（件） 17 17 20

　引き続き継続する。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ その他の事業

事業概要
事業の今後の方針

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

　地域の住民が自为的、为体的に取り組む公共性の高い地域づくり事業への補助

事業の目的 特別予算としての位置付け

　地域住民の創意と工夫による魅力ある地域づくりを推進するため、市民自らが为体となって取り組む地域振興事業を
支援する。

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

国庫支出金

起債

地域振興特別予算 4,000

3,300 4,000 7,500

3,300 7,500

県支出金
財源内訳

査定の考え方事業費 H22当初予算額 H23要求額 市長査定額財務部調整額

縮小
○

新規 継続 拡大

内線　３９１１　　　　　 金額の単位は、千円

企画費

財務部の考え方

地域振興事業補助金

1 総務管理費項 目 9

予算要求課 上宝支所　地域振興課

事業名 20999

款 2 総務費



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

地域政策 課）

市長の約束

財務部調整どおり

8,000

枠配分の調整による

8,000

地域政策課

成果

安全・安心・快適な住環境づくりと特色ある地域づくり・地域活性化に資する。

本庁所管課

要求額増減理由

事
業
実
施
の
課
題

合併のメリットを活かしつつ、それぞれの地域の個性を伸ばします

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画
実施箇所（箇所） 8 10 21

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

事業概要

市道、農道、水路等の公共施設の軽微な修繕

事業の今後の方針
引き続き継続する

事業の目的 特別予算としての位置付け

市有施設で地域からの要望に即応するためのもの

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

8,700

2,615 5,000 8,700

財源内訳 起債

地域振興特別予算 5,000

県支出金
国庫支出金

財務部調整額

2,615

8,000

査定の考え方事業費 H22当初予算額 H23要求額

○

事業名 20999

拡大

地域要望対応事業

縮小新規 継続

総務費 項

予算要求課 上宝支所　地域振興課

款 2 1 総務管理費

8,000

内線　３９１１　　　　　 金額の単位は、千円

企画費目 9

財務部の考え方 市長査定額



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

－

要求額増減理由

事
業
実
施
の
課
題

地域政策課

課）

成果

支援員が多面的に支援活動を行うことで、地域コミュニティの醸成と地域力の向上を図る。

本庁所管課 地域政策

1

市長の約束

事業概要

農山村地域への研修派遣事業を実施しているＮＰＯ法人からの研修生を地域に派遣し、地域の活性化に向けての支援
活動を行う。

事業の今後の方針

平成２５年まで実施する。計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画
集落支援員（人） －

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

事業の目的

2,700

2,700

財源内訳 起債

地域振興特別予算

県支出金
国庫支出金

市長査定額
2,100

2,100

財務部調整どおり

2,100

事業費 H22当初予算額 H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方
2,100 他支所集落支援員との整合性を考慮

査定の考え方

総務管理費

○

新規 継続 拡大 縮小

目 9

事業名 20999 集落支援員設置事業

款 2 総務費 項 1

『集落支援員』を設置し、定期的な集落の巡視や後継者不足などにより実施が困難となっている地域行事、農作業など
に協力することで、進行する人口減尐・高齢化に伴い、低下しつつある地域コミュニティ機能の維持・向上を図る。さらに
は、集落支援員として他地域の若者を受け入れることで、同時に新たな地域資源の発掘などによる地域活性化を図る。

予算要求課 上宝支所　地域振興課 内線　３９１１　　　　

企画費

金額の単位は、千円

特別予算としての位置付け



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

5,000

地域政策課

　レセプトコンピューター導入経費

課）

　上宝町・奥飛騨温泉郷地区の歯科診療体制を確保することは、地域性から必要である。現在の両地区の歯科診療
所の運営に対し、経緯を確認し市全体の公平性を考慮して、歯科診療が継続出来るよう関係団体、関係部署等と協
議する必要がある。

成果

　医療法人が診療業務を継続することにより、地域にとって必要な歯科医療の確保が図られる。

本庁所管課 医  療

市長の約束

財務部調整どおり

　レセプトコンピューターの導入（台） - - 2

H22見込 H23計画

　レセプトコンピューターの導入（２台）

　上宝・奥飛騨温泉郷地域の一民間法人に対する財政支援については、広大な市域における歯科診療の確保のあ
り方や他地域とのバランスを考慮すると問題がある。

  当地域は市の中心部の医療機関への通院に約１時間を要するという地理的ハンディを抱えており、また、当該歯科
診療所へは年間延べ５，０００人余りが受診しているという現状において、当地域における歯科診療の継続は、地域
住民、特に高齢者の安全安心を確保するうえにおいて必要不可欠な状況である。市はこれまで当該医療法人に支
援を行ってきたが、一民間法人に対し支援を行うことについては、全市域における歯科医療の確保のあり方や他地
域との均衡を考慮し検討する必要がある。事

業
実
施
の
課
題

要求額増減理由

D その他の事業

事業概要

　レセプトコンピューターの無償貸し付けによる医療継続の確保

　地域振興特別予算が継続される４年間、レセプトコンピューターを借上げ、医療法人に無償で貸し付け、経営支援する
ことにより、医療法人による歯科診療の継続が図られ、ひいては地域の安全安心の確保を図る。

計画・実績・見込 H21実績

事業の今後の方針

事業の目的 特別予算としての位置付け

　地域の歯科診療に携っている医療法人に対し、経営支援することにより地域の歯科医療の継続確保を図る。

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業

財源内訳 起債

地域振興特別予算 2,278-

財務部調整額 財務部の考え方
5,000

国庫支出金
-

市長査定額 査定の考え方事業費 H22当初予算額 H23要求額

県支出金

新規 継続 拡大 縮小
○

事業名 41499 歯科医療継続支援事業

款 4 衛生費 項 1 保健衛生費

金額の単位は、千円

目 4

予算要求課 上宝支所　地域振興課 内線　３９１２　　　　

地域医療対策費

2,278 5,000 医療機関の機器整備事業に助成

5,000



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

・高山市を訪れる年間観光客500万人、外国人観光客30万人を目指します。

① 支所
パンフレット在庫切れのため増刷する

② （

③

財務部調整どおり1,000

1,000

観光

要求どおり

1,000

1,000

1 積極的な観光振興策を実施します

事
業
実
施
の
課
題

本庁所管課

要求額増減理由

地域政策課

地域を特定した新たなパンフレットを作成する際には、既存のパンフレット、類似のパンフレットを調査し、他のものと
の整合性のとれた内容とすることが必要。

20,000

課）

成果
奥飛騨温泉郷には北アルプス（飛騨山脈）への登山道のみならず、温泉街にほど近いトレッキングコースが数多く存在
する。
北アルプス（飛騨山脈）への登山口としての奥飛騨温泉郷のみならず、身近に自然を感じられるトレッキングコースは、
近年の登山・グリーンツーリズムの需要にもマッチする。
コースを紹介することにより、本格的な登山までを行わない中間的な層を奥飛騨へ取り込むことができる。

市長の約束

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

自然遊歩道散策マップ作成（部）

・飛騨高山の自然環境を生かしたグリーンツーリズムに加え温泉や高山で作られた高品質の食材を使ったヘルスツーリ
ズム、自分だけの製品をつくるクラフトツーリズムなど、地元の産業と一体となった新たな旅行スタイルを生みだします。

パンフレットの在庫状況を確認し、必要があれば増刷を行う。（単年度事業）

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

自然遊歩道散策マップの作成に対する助成

H23計画

その他の事業

事業概要
事業の今後の方針

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

事業の目的 特別予算としての位置付け

観光誘客宣伝

県支出金
起債

地域振興特別予算

1,000

1,000

市長査定額 査定の考え方

財源内訳

国庫支出金

新規 継続 拡大 縮小

事業費 H23要求額 財務部の考え方H22当初予算額

○

財務部調整額

事業名 62199 自然遊歩道散策マップ増刷事業

2 観光費 目 1款 6

内線　3931 金額の単位は、千円

商工費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

観光振興費



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

・高山市を訪れる年間観光客500万人、外国人観光客30万人を目指します。

① 支所

② （

③

01,000

　地域資源の有効活用による事業で、地域振興に寄与するものだが、開設責任者として必要な安全管理対策と継続
して維持管理を行うことが必要。

　所有者・管理者が実施する草刈り等通常の維持管理業務と、ハード的な当事業による整備の違いについて、関係
者に対して事前の周知徹底が必要である。

財務部調整どおり0

地域政策課

0 必要に応じて地域振興助成事業での対応とする

0

・飛騨高山の自然環境を生かしたグリーンツーリズムに加え温泉や高山で作られた高品質の食材を使ったヘルスツーリ
ズム、自分だけの製品をつくるクラフトツーリズムなど、地元の産業と一体となった新たな旅行スタイルを生みだします。

事
業
実
施
の
課
題

　高山市の为要な宿泊拠点地域の一つとして、滞在・周遊型観光促進のために、温泉・山岳等地域特有の観光資源
を活かした積極的な誘客宣伝とあわせて、関係者の理解を得ながら観光資源の整備を行うことが必要。

要求額増減理由

市長の約束
1 積極的な観光振興策を実施します

成果

事業終了後は、単年度予算にて部分的な維持修繕を行う。H22見込

課）

近年の登山ブームにより、北アルプス（飛騨山脈）のような本格的な登山のみならず、身近な場所でのトレッキングが増
加している。コース整備を実施することにより、利用者の安心・安全や景観・眺望が確保され、奥飛騨温泉郷への再訪が
期待できる。また、新たな観光資源としてトレッキング目的の観光客を取り込むことができる。

本庁所管課 観光

コース修繕（m） 200

事業概要
事業の今後の方針
年度ごとにコースを選択し、集中的に修繕を実施する。

散策路・トレッキングコースの修繕

平成26年度までの事業とする。

計画・実績・見込 H21実績 H23計画

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ観光関連施設の整備

事業の目的 特別予算としての位置付け

起債

地域振興特別予算

市長査定額H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方H22当初予算額

1,000

査定の考え方

財源内訳

国庫支出金
県支出金

事業費

○

新規 継続 拡大 縮小

事業名 62199 自然散策路整備事業

2 観光費 目 1款 6

内線　3931 金額の単位は、千円

商工費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

観光振興費



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

② （

③

1,800

1,800

上水道

蔵柱、栃尾、中尾地区については、水道管網図が未整備であることから、過去の担当者や施工業者などの情報に頼
ることが多い。緊急時に誰でも水道管の埋設情報を確認できる管網図はどうしても必要である。

課）

維持管理及び、突発事故の早期対応が図れる。

市長の約束

地域政策課

事
業
実
施
の
課
題

要求額増減理由

本庁所管課

25

　安心安全な上水道を提供するため、施設の整備を加速するとともに、未給水区域の解消に努めます。
成果

H22見込 H23計画
管網図作成業務(件)

その他の事業

事業概要
上宝地区の簡易水道管網図作成業務（上宝町蔵柱・奥飛騨温泉郷栃尾・奥飛騨温泉郷中尾地内） 事業の今後の方針

単年度事業

計画・実績・見込 H21実績

事業の目的 特別予算としての位置付け

簡易水道施設の適正な管理

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

1,890

1,890

財源内訳 起債

地域振興特別予算

県支出金
国庫支出金

事業費 H22当初予算額 H23要求額 市長査定額 査定の考え方財務部調整額 財務部の考え方

新規 継続 拡大 縮小
○

事業名 21100 簡易水道一般管理事務費（簡易水道管網図整備事業）

1 総務管理費 目 1款 2

内線　３９４４　　　　 金額の単位は、千円

総務費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

一般管理費

財務部調整どおり1,800

1,800

要求どおり



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

1 積極的な観光振興策を実施します

① 支所
現段階では地域の合意形成が充分なされていない。

② （

③

地元町内会、観光協会、旅館組合、環境組織が一体となって、自然環境と温泉資源を活かしたニューツーリズムや環境
教育プログラムを企画することにより、更なる観光振興を図る。

事
業
実
施
の
課
題

　当事業を実施するには地域が一体となって取り組むことが肝要であり、合意形成は必要。
　効果的な事業実施により、収益を増やし、将来的には自为的に実施するための方策の検討が必要。

本庁所管課 地域政策 課）

地域政策課

500

要求額増減理由

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

成果

市長の約束

・飛騨高山の自然環境を生かしたグリーンツーリズムに加え温泉や高山で作られた高品質の食材を使ったヘルスツーリ
ズム、自分だけの製品をつくるクラフトツーリズムなど、地元の産業と一体となった新たな旅行スタイルを生みだします。

ツアー、講座参加者（人）

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

奥飛騨温泉郷地域の雄大な自然環境を活かしたグリーンツーリズム、エコツーリズム、ヘルスツーリズムを推進し、観光
振興促進により地域振興を図る

事業概要
自然体験型ツアー、人材育成講座の実施、奥飛騨温泉郷地域の自然環境を活かした地域振興策の研究

Ａ 合併前から実施されているイベント・行事

事業の今後の方針
協議会が財政的に自为運営可能となるよう、期限を定め事業推進する

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ

Ｃ

事業の目的 特別予算としての位置付け

3,000

起債

事業費

2,500

H23要求額 財務部調整額H22当初予算額

2,500

地域振興特別予算

財源内訳

国庫支出金
県支出金

3,000

2 総務費

○

新規 継続 拡大 縮小

内線　3931 金額の単位は、千円

環境政策費

事業名 21899 奥飛騨温泉郷自然環境活用事業

1 総務管理費

財務部調整どおり2,500

2,500

項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

目 18款

査定の考え方市長査定額財務部の考え方
事業内容を精査



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 　支所
民間企業に対する補助となるが、同様の処理をできる施設が上宝・奥飛騨管内に他にはない。

② （

③

2,500

2,500

本庁所管課 地域政策 課）

・民間企業への実質的な赤字補填は適当か
・地域において循環型社会形成のために、他の方策がないか検討が必要。

制度内容を見直して査定必要に応じて地域振興助成事業での対応とする

地域政策課

・地球温暖化の対策、生物多様性の保全活用など、環境保全は今を生きているすべての人々が取り組まなければなら
ない重要な問題であるため、バイオマスの利活用や間伐材・林地残材製品の開発など、環境改善につながる取組を支
援します

成果

事
業
実
施
の
課
題

上宝・奥飛騨堆肥センターは、奥飛騨地区から排出される事業系生ごみと上宝地区の畜産業から排出される堆肥を利
用した有機肥料を製造し、上宝地区の農地に還元する。

生ごみ処理～堆肥化も地産地消の一環であり、先進的な循環型社会形成のモデルケースとなる。

要求額増減理由

市長の約束
8 豊かな自然環境を守り、環境モデル都市をつくります

生ごみ処理量（ｔ） 114 116 120

Ｂ

事業为体：(有)奥飛騨エコセンター 循環型社会形成には必要な施設であるため、継続して実施する。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

Ｃ

事業概要
上宝・奥飛騨堆肥センター生ごみ処理推進補助事業 事業の今後の方針

事業の目的 特別予算としての位置付け

終期を定めて実施する事業・単年度事業

一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

バイオマスの利活用による循環型社会の形成及び地産地消の推進 Ａ 合併前から実施されているイベント・行事

02,400

起債

0地域振興特別予算 2,400

市長査定額 査定の考え方

財源内訳

国庫支出金
県支出金

事業費 H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方H22当初予算額

○

新規 継続 拡大 縮小

事業名 21899 上宝・奥飛騨堆肥センター生ごみ処理推進事業

1 総務管理費 目 18款 2

内線　3931 金額の単位は、千円

総務費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

環境政策費



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

・高山市を訪れる年間観光客500万人、外国人観光客30万人を目指します。

① 支所
　国の公衆トイレであり、休止した場合、新たな公衆トイレ整備が必要。

② （

③

0

0

0 必要に応じて地域振興助成事業での対応とする

0

新穂高の湯付近には他に公衆トイレがなく、当該施設により周辺の衛生面及び公共用水域の環境保全に寄与すること
ができる。

236

成果

観光 課）

要求額増減理由

・飛騨高山の自然環境を生かしたグリーンツーリズムに加え温泉や高山で作られた高品質の食材を使ったヘルスツーリ
ズム、自分だけの製品をつくるクラフトツーリズムなど、地元の産業と一体となった新たな旅行スタイルを生みだします。

地域政策課

　市が国に代わり維持管理を行わなければならないのか検討が必要。

　当該地域は北アルプス（飛騨山脈）登山への玄関口として、今後、山岳観光促進を図る上で重要な地域であり、観
光客の利便性確保や環境保全の観点からも衛生対策は必要。

本庁所管課

事業の今後の方針
衛生面、環境保全のための重要な施設であるため、事業を継続する。

奥飛騨さぼう塾公衆トイレの維持管理

1 積極的な観光振興策を実施します

事
業
実
施
の
課
題

・観光まちづくりを持続可能なものとするため、飛騨地域の民間組織と行政、観光関係者をはじめ、地域住民などの関係
者と幅広く連携し、広域ネットワーク化を図ります。

計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

事業概要

市長の約束

終期を定めて実施する事業・単年度事業

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D その他の事業

観光関連施設の整備 Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ

事業の目的 特別予算としての位置付け

236 財務部調整どおり

事業費

財源内訳 起債

地域振興特別予算

H23要求額 財務部調整額 市長査定額財務部の考え方 査定の考え方

県支出金
国庫支出金

新規 継続 拡大 縮小

H22当初予算額

観光費 目 1

事業名 62199 奥飛騨さぼう塾公衆トイレ維持事業

○

款 6

内線　3931 金額の単位は、千円

商工費 項

予算要求課 上宝支所　基盤産業課

観光振興費2



地域振興特別予算　事業別予算概要 上宝支所

　歳出

その他

以下は要求時の内容

① 支所

②

③

115

115

財務部調整どおり

115

115 市基準額へ移行したことによる減

内線 3913　　　　　 金額の単位は、千円

項

予算要求課 上宝支所　地域振興課

事業名
目款

新規 継続 拡大 縮小
○

事業費 H23要求額 財務部調整額 財務部の考え方H22当初予算額 市長査定額 査定の考え方

財源内訳

国庫支出金
県支出金

281 281 552

起債

地域振興特別予算 281 552281

　市の基準単価を上回る土地賃貸借

その他の事業

事業概要
事業の今後の方針

Ｂ 一般予算の上乗せとして実施されている事業 D

事業の目的 特別予算としての位置付け

　施設用地借上 Ａ 合併前から実施されているイベント・行事 Ｃ 終期を定めて実施する事業・単年度事業

　施設用地（㎡） 2,978 2,978 2,869
計画・実績・見込 H21実績 H22見込 H23計画

成果

市長の約束

本庁所管課

　土地賃貸借単価が市の基準を上回っており調整が必要である。

要求額増減理由

事
業
実
施
の
課
題

地域政策課

　基準額内の借地料となるよう精力的に交渉する必要がある。

　基準額内の借地料となるよう精力的に交渉する必要がある。


